
京都府歯と口の健康づくり推進条例案要綱（中間案）

第１章 総則

第１ 目的

この条例は、歯と口の健康づくりについて、基本理念を定め、府や歯科医療等業務

従事者の責務、保健医療関係者、介護福祉関係者、教育保育関係者、食育関係者、事

業者、医療保険者や府民の役割を明らかにするとともに、歯と口の健康づくりに関す

る施策の基本となる事項を定めることにより、歯と口の健康づくりに関する施策を総

合的かつ計画的に推進し、もって府民の生涯にわたる健康の保持増進の実現に寄与す

ることを目的とする。

第２ 定義

この条例において、次に掲げる用語の意義は、それぞれに定めるところによる。

(1) 歯と口の健康 歯や歯肉などの歯周組織を含めた口 腔の健康をいう。
こうくう

(2) 歯と口の健康づくり 歯科疾患の予防、歯科保健指導、歯科医療などによって、

歯と口の健康を保持増進させることや口腔の機能を維持向上させることをいう。

(3) 歯科検診 歯科についての検診（健康診査や健康診断の際に行われるものを含

む。）をいう。

(4) 歯科医療等業務 歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士などの歯科医療や保健指

導についての業務をいう。

(5) 歯科医療等業務従事者 歯科医療等業務に従事する者をいう。

(6) 保健医療関係者 保健医療サービスを提供する者で、歯と口の健康づくりに関

する活動、指導、助言や医療行為を行うものをいう。

(7) 介護福祉関係者 介護福祉サービスを提供する者で、歯と口の健康づくりに関

する活動、指導、助言や医療行為を行うものをいう。

(8) 教育保育関係者 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づく学校や専修

学校、各種学校と児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に基づく保育所（以

下「学校等」という。）において、乳幼児、児童、生徒や学生の歯と口の健康づ

くりに関する指導を行う者をいう。

(9) 食育関係者 地域や学校等において、栄養指導、食生活の相談などの食育推進

活動に携わる管理栄養士、栄養士、調理師等をいう。

(10) 医療保険者 介護保険法（平成９年法律第１２３号）第７条第７項に規定する

医療保険者をいう。
はちまるにいまる

(11) ８０２０運動 ８０歳になっても自分の歯を２０本以上に保つことを目指した

運動をいう。



第３ 基本理念

歯と口の健康づくりに関する施策は、次に掲げる事項を基本として行わなければな

らない。

(1) 府民が、生涯にわたって日常生活において歯科疾患の予防に向けた取組を行う

とともに、歯科疾患を早期に発見し、早期に治療を受けることを促進すること。

(2) 乳幼児期から高齢期までのそれぞれの時期における歯や口など口腔の機能の状

態や歯科疾患の特性に応じて、適切かつ効果的に歯と口の健康づくりを推進する

こと。

(3) 保健、医療、社会福祉、労働衛生、教育などの関連する施策や取組との適切か

つ効果的な連携を図りつつ、その関係者の協力を得て、総合的かつ計画的に歯と

口の健康づくりを推進すること。

(4) 全ての府民が生涯を通じて、その年齢、居住する地域、心身等の状況などに応

じた適切かつ効果的な歯科保健医療サービスの提供を受けることができる環境の

整備を推進すること。

第２章 歯と口の健康づくりに関する各主体の責務や役割

第４ 府の責務

１ 府は、第３の基本理念にのっとり、歯と口の健康づくりの推進に関する施策を総

合的に策定するとともに、計画的に実施する責務を有する。

２ 府は、歯と口の健康づくりに関する施策の推進に当たっては、市町村や歯科医療、

保健指導、医療、社会福祉、労働衛生、教育などの関連する分野の業務を行う者や

これらの業務を行う団体との連携や協力に努める。

３ 府は、市町村、事業者、医療保険者などの者が行う歯と口の健康づくりに関する

取組が効果的に行われるよう、情報の提供、助言などの必要な支援に努める。

第５ 歯科医療等業務従事者の責務

１ 歯科医療等業務従事者は、歯と口の健康づくりに関する施策や取組を行う者との

連携を図りつつ、府が実施する歯と口の健康づくりの推進に関する施策や市町村な

どの者が行う歯と口の健康づくりに関する取組に協力するよう努める。

２ 歯科医療等業務従事者は、歯科検診などの機会を通じて、児童虐待の早期発見に

努める。

３ 歯科医療等業務従事者やそれらの者で組織する団体は、歯と口の健康づくりを推

進するため、歯科医療等業務に従事する者に対する研修の機会の確保など資質の向

上に関する取組を行うよう努める。



第６ 保健医療関係者、介護福祉関係者、教育保育関係者や食育関係者の役割

１ 保健医療関係者、介護福祉関係者、教育保育関係者や食育関係者は、それぞれの

業務において、歯と口の健康づくりの推進に努めるとともに、歯と口の健康づくり

に関する府の施策や歯と口の健康づくりに携わる他の者の取組との連携や協力を図

るよう努める。

２ 保健医療関係者、介護福祉関係者、教育保育関係者や食育関係者は、歯と口の健

康づくりを推進するため、関係する業務に従事する者に対する研修の機会の確保な

ど資質の向上に関する取組を行うよう努める。

第７ 事業者や医療保険者の役割

１ 事業者は、府内の事業所で雇用する従業員が歯科検診や歯科保健指導を受けるた

めの機会の確保などの歯と口の健康づくりに関する取組を推進するよう努める。

２ 医療保険者は、自らの医療保険加入者が歯科検診や歯科保健指導を受けるための

機会の確保などの歯と口の健康づくりに関する取組を推進するよう努める。

第８ 府民の役割

１ 府民は、歯と口の健康づくりに関する関心や理解を深めるとともに、歯と口の健

康づくりに関する正しい知識を持ち、生涯にわたって日常生活において自ら歯と口

の健康づくりに関する取組を行うよう努める。

２ 府民は、その年齢や発達段階、心身等の状況などに応じて、定期的な歯科検診、

必要に応じた歯科保健指導や早期の治療を受けることにより、歯と口の健康づくり

に努める。

３ 父母などの保護者は、子どものむし歯や歯周病の予防、適切な食習慣の定着、早

期に適切な治療を受けさせることなど、子どもの歯と口の健康づくりに関する取組

を行うよう努める。



第３章 歯と口の健康づくりに関する施策

第１節 歯と口の健康づくりに関する基本的な施策

第９ 全ての年齢層に共通する歯と口の健康づくりの推進に関する施策

府は、府民の歯と口の健康づくりを推進するため、第３の基本理念を踏まえ、全て

の年齢層に共通するものとして、次に掲げる施策など必要な施策を実施する。

(1) 歯と口の健康づくりに関する情報の提供や知識の普及啓発に関すること。

(2) 食育を通じた歯と口の健康づくりに関すること。

(3) ８０２０運動などを通じた府民の歯と口の健康づくりに関する意識の向上の促

進に関すること。

(4) 府民が定期的に歯科検診を受けることや必要に応じて歯科保健指導を受けるこ

との促進に関すること。

第10 乳幼児期や学齢期における歯と口の健康づくりの推進に関する施策

府は、乳幼児期や学齢期における歯と口の健康づくりを推進するため、第３の基本

理念を踏まえ、次に掲げる施策など必要な施策を実施する。

(1) フッ化物洗口や歯科検診などのむし歯予防対策に関すること。

(2) 適切な食生活や歯みがきを子どもに定着させることなど歯と口の健康づくりに

関する指導に関すること。

第11 成人期における歯と口の健康づくりの推進に関する施策

府は、成人期における歯と口の健康づくりを推進するため、第３の基本理念を踏ま

え、次に掲げる施策など必要な施策を実施する。

(1) 歯周病など歯周疾患の予防や改善に関すること。

(2) 事業者や医療保険者などによる歯科検診や歯科保健指導の機会の確保に関する

こと。

(3) 喫煙による歯と口の健康への悪影響の防止に関すること。

(4) 糖尿病等の生活習慣病の改善に資する歯と口の健康づくりに関すること。

第12 高齢期における歯と口の健康づくりの推進に関する施策

府は、高齢期における歯と口の健康づくりを推進するため、第３の基本理念を踏ま

え、次に掲げる施策など必要な施策を実施する。

(1) 高齢期における口腔機能の維持向上のために必要な施策に関すること。

(2) 高齢者が住み慣れた地域で適切な歯科保健医療サービスの提供を受けることが

できるための施策に関すること。



第13 障がい者等の歯科保健医療サービスの提供に配慮を要する者に

対する歯と口の健康づくりの推進に関する施策

府は、障がい者、介護を必要とする者などの歯科保健医療サービスの提供に配慮を

要する者に対する歯と口の健康づくりを推進するため、第３の基本理念を踏まえ、次

に掲げる施策など必要な施策を実施する。

(1) 障がい者が適切な歯科治療の提供を受けることができるための施策に関するこ

と。

(2) 介護を必要とする者が適切な歯科保健医療サービスの提供を受けることができ

るための施策に関すること。

第14 歯と口の健康づくりの推進のための環境の整備に関する施策

府は、歯と口の健康づくりの推進のための環境を整備するため、第３の基本理念を

踏まえ、次に掲げる施策など必要な施策を実施する。

(1) 歯と口の健康づくりの推進に向けた調査や研究に関すること。

(2) 歯科医療等業務従事者の確保に関すること。

(3) 歯と口の健康づくりの推進に携わる者の資質の向上に関すること。

(4) 歯と口の健康づくりの推進に携わる者の連携体制に関すること。

(5) 府内の全ての地域で適切な歯科保健医療サービスの提供を受けることができる

ための施策に関すること。

(6) 災害発生時において適切な歯科保健医療サービスを提供するための施策に関す

ること。

第２節 歯と口の健康づくりに関する計画や調査研究

第15 歯と口の健康づくりに関する基本的な計画

１ 知事は、歯と口の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、

歯と口の健康づくりに関する基本的な計画（以下「基本計画」という。）を策定す

る。

２ 基本計画は、次に掲げる事項を定める。

(1) 歯と口の健康づくりに関する基本的な方針

(2) 歯と口の健康づくりに関する目標

(3) 歯と口の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に推進するために必要な

事項

３ 知事は、基本計画を定めたときや変更したときは、遅滞なくこれを公表する。

４ 知事は、基本計画を定めようとするときは、あらかじめ歯と口の健康づくりに関

する学識経験者、歯科医療等業務従事者、市町村など、関係者の意見を聴くととも

に、府民の意見を反映することができるよう必要な措置を講じる。



第16 歯と口の健康づくりに関する調査

１ 府は、府民の歯と口の健康づくりの総合的な推進を図るための基礎資料とするた

め、おおむね５年ごとに、歯と口の健康づくりに関する実態調査を行う。

２ 府は、学齢期からの府民の歯と口の健康づくりを効果的に推進するため、児童や

生徒のむし歯、歯肉炎など歯科疾患の状況について、毎年、調査を行う。

第17 歯と口の健康づくりに関する研究

府は、歯と口の健康づくりに関する教育研究機関、歯科医療等業務従事者で組織す

る団体などの歯と口の健康づくりに関する教育、研究、調査などを行う団体の協力を

得ながら、口腔の状態が全身の健康に及ぼす影響に関する研究など、歯と口の健康づ

くりに関する研究を推進するとともに、その成果の活用の促進に努める。

第３節 歯と口の健康づくりに関する府民運動

第18 よい歯の日等

１ 歯と口の健康づくりに関する府民の関心と理解を深めるとともに、８０２０運動

をはじめとする歯と口の健康づくりに関する取組が府民に定着することを目指し

て、よい歯の日、歯の衛生週間、いい歯の日記念週間を設ける。

２ よい歯の日は４月１８日とし、歯の衛生週間は６月４日から６月１０日までとし、

いい歯の日記念週間は１１月８日から１１月１４日までとする。

第19 歯と口の健康づくりに関する府民運動の推進組織

府は、歯と口の健康づくりに関する府民運動が効果的に行われるよう、歯と口の健

康づくりに関する関係団体等との推進組織を設ける。

第４章 その他の規定

第20 財政上の措置

府は、府民の歯と口の健康づくりに関する施策を推進するため、必要な財政上の措

置を講じるよう努める。

第21 雑則

この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、知事が定める。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。


